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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第29期

第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
累計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第29期

会計期間

自  平成21年
    ３月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ９月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ３月１日
至  平成22年
    ２月28日

チェーン全店売上高 (百万円) 81,416 78,684 26,200 25,892 106,281

営業総収入 (百万円) 20,384 20,841 6,577 6,920 26,461

経常利益 (百万円) 531 805 89 190 356

四半期純利益又は当期
純損失（△）

(百万円) 73 451 10 79 △283

純資産額 (百万円) ― ― 6,197 6,204 5,843

総資産額 (百万円) ― ― 16,960 17,235 18,003

１株当たり純資産額 (円) ― ― 799.03 799.57 752.20

１株当たり四半期
純利益金額又は当期純
損失金額（△）

(円) 9.71 59.59 1.34 10.55 △37.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 35.7 35.1 31.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,600 1,534 ― ― 969

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △660 △344 ― ― △788

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △534 △1,685 ― ― 388

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,453 1,121 1,617

従業員数 (名) ― ― 503 499 492

(注) １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２.チェーン全店売上高及び営業総収入には、消費税等は含まれておりません。

３.第29期第３四半期連結累計（会計）期間及び第30期第３四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４.第29期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 499（415）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第３四半期連結会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算によ

る)を（ ）外数で記載しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 496（415）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第３四半期会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算による)を

（ ）外数で記載しております。

　

　

EDINET提出書類

株式会社スリーエフ(E03286)

四半期報告書

 3/26



第２ 【事業の状況】

１ 【販売実績】

　

(1) 地域別売上状況

a  直営店
　

地域別
(当第３四半期連結会計期間末の店舗数)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
  至  平成22年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

神奈川県(日本大通店  他39店) 1,659 55.5 82.6

東京都(エドモント店  他17店) 812 27.2 101.6

千葉県(都賀駅前店     他8店) 363 12.2 74.3

埼玉県(狭山ＰＡ店     他1店) 153 5.1 50.4

合計(69店) 2,988 100.00 83.0

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

b  加盟店
　

地域別
(当第３四半期連結会計期間末の店舗数)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
  至  平成22年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

神奈川県(弘明寺店   他250店) 10,600 46.3 100.3

東京都(成瀬駅前店   他159店) 6,328 27.6 98.3

千葉県(千葉千城台店  他95店) 3,822 16.7 105.3

埼玉県(大宮桜木町店  他56店) 2,151 9.4 109.8

合計(564店) 22,903 100.0 101.3

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
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(2) 商品別売上状況

a  直営店
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
 (自  平成22年９月１日
   至  平成22年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

加工食品 954 32.0 77.7

ファストフード 772 25.8 85.5

デイリー食品 379 12.7 81.6

非食品 650 21.8 92.9

本・サービス 231 7.7 76.2

合計 2,988 100.0 83.0

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

ｂ  加盟店　　　
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
 (自  平成22年９月１日
   至  平成22年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

加工食品 6,896 30.1 97.6

ファストフード 5,201 22.7 102.9

デイリー食品 1,974 8.6 100.4

非食品 6,485 28.3 109.1

本・サービス 2,345 10.3 91.3

合計 22,903 100.0 101.3

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）におけるわが国経済は、

新興国向けの輸出増や政府の国内景気対策により、企業収益や個人消費に緩やかな改善の動きが見られ

るものの、雇用情勢や所得環境は依然として厳しく、円高と株安の進行などにより、引き続き景気の減速

懸念が残る状況で推移いたしました。

コンビニエンスストア業界におきましては、依然として消費者の生活防衛意識が高く、当業界を取り巻

く状況は厳しく推移しております。

このような環境の下、当社グループは来店頻度の向上による客数の増加と売上の向上を目指し、商売の

基本である接客サービスを徹底すると共に、ポイント戦略と販促施策の充実を図りました。また、創業30

周年企画として人気パティシエと憧れのマドンナ達が共同監修した「スーパーコラボスイーツ」の発売

や、チルド弁当・パスタなど、プライベートブランドの商品開発、販促および店舗運営の連携強化による

販売力の向上を図るなど、各種の加盟店支援策にも継続的に取組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の営業総収入は前年同期比5.2％増の69億20百万円、直営店の

ＦＣ化促進効果等により営業利益は前年同期比115.8％増の１億72百万円、経常利益は前年同期比

113.0％増の１億90百万円、四半期純利益は前年同期比689.0％増の79百万円となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比べて総資産は７億67

百万円減少し172億35百万円となりました。これは主に未収入金の増加、現金及び預金、固定資産の減少等

によるものであります。

  負債につきましては、11億27百万円減少し110億31百万円となりました。これは主に買掛金、未払金の増

加、収納代行預り金及び借入金の減少等によるものであります。

  純資産につきましては、３億60百万円増加し62億４百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加

等によるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、第２四半期連結会計期間末

と比べ11億18百万円減少し、11億21百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、加盟店貸勘定の増加及び公共料金収納代行預り金の減少等に

より、７億84百万円の支出(前年同四半期連結会計期間は２億30百万円の支出)となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が減少したこと等により、１億

34百万円の支出(前年同四半期連結会計期間は１億71百万円の支出)となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済等により、１億99百万円の支出(前年同四半

期連結会計期間は１億64百万円の支出)となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,707,095 7,707,095
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であります。

計 7,707,095 7,707,095― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年９月１日～
平成22年11月30日

─ 7,707,095─ 1,396 ─ 1,645

　

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 132,000

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

7,568,700
75,687 －

単元未満株式 普通株式   6,395 － －

発行済株式総数 7,707,095 － －

総株主の議決権 － 75,687 －

　

② 【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱スリーエフ

横浜市中区日本大通17番地 132,000 － 132,000 1.71

計 － 132,000 － 132,000 1.71

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 550 581 581 570 569 567 569 526 493

最低(円) 521 539 548 545 550 533 518 466 466

(注)  株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社スリーエフ(E03286)

四半期報告書

10/26



第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,423 1,918

加盟店貸勘定 1,246 1,243

商品 446 378

貯蔵品 6 6

未収入金 787 444

その他 948 1,076

貸倒引当金 △16 △14

流動資産合計 4,842 5,053

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,363

※
 2,674

リース資産（純額） ※
 673

※
 539

その他（純額） ※
 880

※
 882

有形固定資産合計 3,917 4,096

無形固定資産

のれん 17 23

ソフトウエア 1,137 1,336

その他 60 60

無形固定資産合計 1,215 1,420

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,953 7,118

その他 329 357

貸倒引当金 △22 △43

投資その他の資産合計 7,260 7,431

固定資産合計 12,393 12,949

資産合計 17,235 18,003
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,094 4,701

加盟店借勘定 10 17

短期借入金 － 1,120

1年内返済予定の長期借入金 340 521

リース債務 143 104

未払金 1,425 985

未払法人税等 97 40

預り金 2,405 2,975

賞与引当金 128 182

その他 21 23

流動負債合計 9,667 10,673

固定負債

長期借入金 － 210

リース債務 551 469

役員退職慰労引当金 23 26

長期預り保証金 778 773

その他 10 6

固定負債合計 1,364 1,485

負債合計 11,031 12,159

純資産の部

株主資本

資本金 1,396 1,396

資本剰余金 1,645 1,645

利益剰余金 3,094 2,734

自己株式 △86 △86

株主資本合計 6,050 5,689

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6 8

評価・換算差額等合計 6 8

少数株主持分 147 145

純資産合計 6,204 5,843

負債純資産合計 17,235 18,003
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業収入

加盟店からの収入 9,068 8,990

その他の営業収入 514 2,183

営業収入合計 9,582 11,173

売上高

売上高 10,801 9,667

営業総収入合計 20,384 20,841

売上原価 8,028 7,089

営業総利益 12,356 13,751

販売費及び一般管理費 ※
 11,875

※
 13,016

営業利益 481 734

営業外収益

受取利息 34 61

受取配当金 0 0

解約精算金 14 29

協賛金収入 15 －

その他 3 3

営業外収益合計 68 95

営業外費用

支払利息 14 21

減価償却費 2 3

その他 1 0

営業外費用合計 18 24

経常利益 531 805

特別利益

固定資産売却益 0 －

受取補償金 － 204

賃貸借契約解約損修正益 － 120

その他 － 9

特別利益合計 0 334

特別損失

固定資産除却損 130 111

リース解約損 19 0

賃貸借契約解約損 84 58

減損損失 111 175

その他 1 7

特別損失合計 347 355

税金等調整前四半期純利益 184 785

法人税、住民税及び事業税 25 84

法人税等調整額 81 246

法人税等合計 107 330

少数株主利益 3 2

四半期純利益 73 451
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

営業収入

加盟店からの収入 2,812 2,944

その他の営業収入 163 987

営業収入合計 2,975 3,931

売上高

売上高 3,602 2,988

営業総収入合計 6,577 6,920

売上原価 2,691 2,192

営業総利益 3,886 4,728

販売費及び一般管理費 ※
 3,806

※
 4,555

営業利益 79 172

営業外収益

受取利息 12 23

解約精算金 2 1

その他 0 1

営業外収益合計 14 26

営業外費用

支払利息 4 6

減価償却費 1 1

その他 0 0

営業外費用合計 5 7

経常利益 89 190

特別利益

賃貸借契約解約損修正益 － 34

その他 － 4

特別利益合計 － 38

特別損失

固定資産除却損 11 39

リース解約損 1 0

賃貸借契約解約損 22 14

減損損失 21 24

その他 0 0

特別損失合計 56 79

税金等調整前四半期純利益 32 149

法人税、住民税及び事業税 8 △25

法人税等調整額 12 93

法人税等合計 21 68

少数株主利益 1 0

四半期純利益 10 79
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 184 785

減価償却費 746 730

減損損失 111 175

長期前払費用償却額 3 3

のれん償却額 5 5

固定資産売却損益（△は益） △0 －

固定資産除却損 130 111

リース解約損 19 0

賃貸借契約解約損修正益 － △120

賃貸借契約解約損 84 58

受取補償金 － △204

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30 △19

受取利息及び受取配当金 △35 △62

支払利息 14 21

加盟店貸勘定の増減額（△は増加） 435 △2

未収入金の増減額（△は増加） △15 △324

たな卸資産の増減額（△は増加） △12 △67

前払費用の増減額（△は増加） △26 △17

その他の流動資産の増減額（△は増加） △26 △90

仕入債務の増減額（△は減少） 172 392

未払金の増減額（△は減少） 3 453

預り金の増減額（△は減少） 33 △558

未払消費税等の増減額（△は減少） － 113

その他の流動負債の増減額（△は減少） △226 △62

その他 － △9

小計 1,632 1,308

利息及び配当金の受取額 35 62

利息の支払額 △14 △21

補償金の受取額 － 204

法人税等の支払額 △53 △19

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,600 1,534

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △301 △302

定期預金の払戻による収入 300 301

有形固定資産の取得による支出 △313 △131

有形固定資産の売却による収入 41 －

敷金及び保証金の差入による支出 △310 △243

敷金及び保証金の回収による収入 318 378

無形固定資産の取得による支出 △215 △162

その他 △180 △184

投資活動によるキャッシュ・フロー △660 △344
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,120

長期借入金の返済による支出 △391 △391

リース債務の返済による支出 － △91

自己株式の取得による支出 △24 －

配当金の支払額 △117 △80

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △534 △1,685

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 405 △495

現金及び現金同等物の期首残高 1,047 1,617

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,453

※
 1,121
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日）

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「未払金の増減額（△は減

少）」に含めていた「未払消費税等の増減額（△は減少）」は重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間で

は区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「未払金の増減額（△は減少）」に含まれる「未払消費税等の増減額（△は減少）」は△71百万円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

※有形固定資産の減価償却累計額 4,803百万円※有形固定資産の減価償却累計額 4,766百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
  至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年11月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

従業員給与・賞与 2,029百万円

雑給 1,031百万円

従業員賞与引当金繰入額 71百万円

貸倒引当金繰入額 30百万円

賃借料 3,398百万円

リース料 1,036百万円

※ 販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

従業員給与・賞与 2,005百万円

雑給 929百万円

従業員賞与引当金繰入額 128百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

賃借料 3,446百万円

リース料 879百万円

　

第３四半期連結会計期間
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
  至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
  至  平成22年11月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

従業員給与・賞与 814百万円

雑給 347百万円

従業員賞与引当金繰入額 △175百万円

貸倒引当金繰入額 △4百万円

賃借料 1,130百万円

リース料 336百万円

※ 販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

従業員給与・賞与 815百万円

雑給 288百万円

従業員賞与引当金繰入額 △130百万円

貸倒引当金繰入額 △4百万円

賃借料 1,148百万円

リース料 275百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
  至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年11月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,754百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △301百万円

現金及び現金同等物 1,453百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,423百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △302百万円

現金及び現金同等物 1,121百万円
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(株主資本等関係)

  当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日

 至  平成22年11月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,707,095

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 132,061

　

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月15日
取締役会

普通株式 45 6.00平成22年２月28日 平成22年５月12日 利益剰余金

平成22年９月30日
取締役会

普通株式 45 6.00平成22年８月31日 平成22年11月１日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リースの四半期連結会計期間における取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表の計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間（自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会

計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自  平成21

年３月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成

22年11月30日）

  当社グループは、コンビニエンス事業を主たる事業としております。連結子会社の営むeビジネス事業は

コンビニエンスストア事業の付帯事業として同一のセグメントに属するものであります。

  従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間（自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会

計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自  平成21

年３月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成

22年11月30日）

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

  前第３四半期連結会計期間（自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会

計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自  平成21

年３月１日  至  平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自  平成22年３月１日  至  平成

22年11月30日）

  海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 799.57円

　

　 752.20円

　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 9.71円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 59.59円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 73 451

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 73 451

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,580 7,575

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1.34円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 10.55円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 10 79

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 10 79

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,575 7,575

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成22年９月30日開催の取締役会において、平成22年８月31日の最終株主名簿に記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 45百万円

②１株当たりの金額 ６円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年11月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月７日

株式会社スリーエフ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    上    亮 比 呂    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成21

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月11日

株式会社スリーエフ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    富    康    史    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成22

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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